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仏
教
文
化
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
一
、
研
究
目
的
仏
教
文
化
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
で
は
、
近
現
代
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
読
み
と
れ
る
、
時
代
と
と
も
に
解
釈
と
改
訂
が
重
ね
ら
れ
、
再
生
産
さ
れ
て
き
た
ブ
ッ
ダ
に
関
す
る
表
現
を
事
例
と
し
、
仏
教
的
人
物
の
表
象
が
創
出
す
る
仏
教
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ
と
そ
れ
が
社
会
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
十
五
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
実
用
化
さ
れ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ゲ
ン
ズ
フ
ラ
イ
シ
ュ
・
ツ
ー
ル
・
ラ
ー
デ
ン
・
ツ
ム
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク（J
o
h
a
n
n
e
s G
e
n
sfle
isch
 zu
r L
a
d
e
n
 zu
m
 G
u
te
n
b
e
rg
,
一
三
九
八
頃
─
一
四
六
八
）の
活
字
印
刷
技
術
に
つ
い
て
は
、「
教
会
に
よ
る
学
問
・
思
想
・
教
養
の
独
占
を
終
わ
ら
せ
、宗
教
改
革
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
容
を
も
た
ら
し
た
こ
と
（
１
）
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
以
来
、
知
識
を
普
及
し
、
文
化
を
牽
引
し
た
の
は
、
書
物
を
は
じ
め
と
す
る
印
刷
物
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
十
世
紀
に
入
る
と
、
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
り
多
種
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
が
出
現
し
、
活
字
を
主
体
と
し
た
印
刷
物
は
、
他
媒
体
と
の
影
響
関
係
に
置
か
れ
、
メ
デ
ィ
ア
を
越
境
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
展
開
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
近
現
代
に
起
き
た
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
は
、
情
報
の
伝
達
と
受
容
、
創
作
に
臨
む
環
境
、
知
の
条
件
と
思
想
を
め
ぐ
る
捉
『仙芥集』翻刻④
— 213 —
え
方
な
ど
、
人
間
社
会
の
あ
り
方
と
文
明
の
成
り
立
ち
を
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
き
な
世
界
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
（
２
）
。
こ
の
ポ
ス
ト
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
（
３
）
と
呼
ば
れ
る
潮
流
の
さ
な
か
、
諸
媒
体
か
ら
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
テ
ク
ス
ト
や
イ
メ
ー
ジ
が
生
み
出
さ
れ
、
布
教
、
教
養
、
修
身
、
娯
楽
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
て
人
々
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
ブ
ッ
ダ
に
関
す
る
表
象
も
存
在
し
て
お
り
、
仏
教
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
今
も
な
お
、
時
流
や
世
相
に
合
わ
せ
た
改
訂
と
再
生
産
が
な
さ
れ
続
け
て
い
る
。
本
研
究
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
創
り
か
え
ら
れ
る
仏
教
的
人
間
の
表
象
へ
と
反
映
さ
れ
た
思
想
、
価
値
観
、
習
俗
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、
娯
楽
、
芸
術
、
学
術
、
性
別
な
ど
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
諸
観
念（４
）に
つ
い
て
読
み
解
い
て
い
く
。
こ
の
考
察
を
通
し
て
、
国
家
、
民
族
、
階
級
、
業
界
、
組
織
、
或
い
は
、
そ
れ
ら
を
越
境
し
て
い
く
人
間
関
係
の
総
体
と
し
て
現
れ
る
社
会
空
間
の
場
で
、
時
代
的
趨
勢
に
応
じ
て
形
成
さ
れ
た
宗
教
表
象
が
、
媒
体
を
介
し
て
、
個
人
や
集
団
へ
受
容
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
探
り
、
近
現
代
と
い
う
時
代
の
あ
る
共
同
体
や
言
説
空
間
で
共
有
さ
れ
た
仏
教
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
二
、
仏
教
文
化
を
牽
引
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
力
仏
教
と
社
会
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
仏
教
学
、
仏
教
史
学
、
仏
教
美
術
史
な
ど
の
諸
分
野
で
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
膨
大
な
研
究
成
果
が
、
仏
教
に
関
連
す
る
学
知
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
細
分
化
さ
れ
た
既
存
の
学
術
領
域
で
は
、
と
り
こ
ぼ
さ
れ
て
い
る
事
例
も
多
々
あ
り
、
特
に
日
常
生
活
の
な
か
で
、
一
般
の
人
々
が
接
す
る
よ
う
な
仏
教
文
化
の
諸
現
象
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
て
を
総
覧
し
き
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
近
年
、
新
た
な
テ
ー
マ
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
メ
デ
ィ
ア
と
表
象
が
織
り
な
す
宗
教
文
化
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の
研
究
で
あ
る
。
仏
教
史
に
お
い
て
情
報
を
伝
達
す
る
メ
デ
ィ
ア
は
、
教
主
ブ
ッ
ダ
の
存
命
時
よ
り
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
説
か
れ
た
ブ
ッ
ダ
の
教
え
は
、
言
語
・
図
像
・
塑
像
・
建
築
・
音
響
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
宗
教
者
や
知
識
人
、
権
力
者
だ
け
な
く
、
文
字
の
読
め
な
い
大
衆
の
間
で
も
広
く
受
容
さ
れ
、
世
界
各
地
に
教
線
を
拡
大
す
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
時
代
や
地
域
に
よ
り
異
な
る
価
値
観
、
習
俗
と
接
触
し
、
時
に
反
発
と
葛
藤
が
生
じ
な
が
ら
も
文
化
的
融
合
を
遂
げ
、
当
初
の
形
態
か
ら
は
変
容
し
た
信
仰
形
態
に
な
っ
て
い
く
。
有
史
以
来
、
人
間
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
用
い
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
異
文
化
圏
を
越
境
し
、
世
界
各
地
の
風
土
や
生
活
と
交
わ
る
こ
と
で
多
元
性
を
帯
び
て
い
っ
た
仏
教
を
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
可
視
化
し
続
け
て
い
る
。
諸
媒
体
は
、
媒
介
作
用
に
よ
っ
て
観
念
的
な
教
理
を
身
体
的
に
認
識
可
能
な
言
語
や
形
象
と
し
て
か
た
ど
り
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
そ
の
信
仰
に
接
す
る
状
況
を
実
現
す
る
。だ
が
そ
こ
で
伝
え
ら
れ
る
内
容
が
難
解
な
教
理
、思
想
ば
か
り
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、多
様
な
仏
教
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
生
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
る
。
本
研
究
会
が
注
目
す
る
ブ
ッ
ダ
や
宗
祖
な
ど
の
仏
教
的
人
間
像
は
、
人
々
が
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
接
す
る
そ
の
よ
う
な
仏
教
文
化
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
表
象
と
な
る
。
目
に
見
え
な
い
人
間
の
観
念
を
具
現
化
し
て
表
現
し
、
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
技
術
的
発
達
を
続
け
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
近
現
代
の
世
界
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
に
仏
教
を
牽
引
す
る
力
と
な
り
続
け
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
宗
教
学
者
の
岡
田
正
彦
は
、
近
代
以
降
の
仏
教
史
に
お
い
て
、
人
間
の
経
験
や
活
動
を
拡
張
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
伝
達
と
、
そ
の
技
術
発
展
と
が
新
た
な
思
想
を
生
み
、
社
会
制
度
の
確
立
へ
寄
与
し
て
き
た
事
実
（
５
）
を
指
摘
す
る
。
近
代
日
本
の
黎
明
期
以
来
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
と
普
及
は
、
い
つ
も
仏
教
／
宗
教
思
想
と
人
々
と
の
か
か
わ
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り
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及
な
ど
、
新
し
い
技
術
の
登
場
は
際
限
な
く
新
た
な
言
説
空
間
を
つ
く
り
だ
し
、
不
可
避
的
に
人
々
と
仏
教
／
宗
教
の
か
か
わ
り
方
を
変
え
て
い
く
（
６
）
。
美
術
史
家
の
太
田
智
己
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
東
京
大
学
が
創
立
さ
れ
て
以
降
、
官
立
大
学
、
職
業
専
門
研
究
者
、
実
証
的
研
究
、
学
術
雑
誌
、
学
会
組
織
、
博
物
館
・
美
術
館
、
研
究
資
金
な
ど
の
総
体
と
し
て
近
代
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
、
知
的
エ
リ
ー
ト
の
言
論
空
間
が
構
築
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
定
常
的
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
学
知
は
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
術
界
や
知
識
人
の
交
流
内
部
に
留
ま
ら
ず
、近
代
以
降
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
広
く
一
般
の
人
々
へ
も
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
図
１
（
７
））。
そ
の
流
れ
は
、
学
術
書
や
教
養
書
の
み
な
ら
ず
、
新
聞
、
小
説
、
雑
誌
、
映
画
、
ラ
ジ
オ
、
絵
本
、
紙
芝
居
、
マ
ン
ガ
と
い
っ
た
娯
楽
分
野
へ
も
及
び
、
岡
田
の
い
う
「
仏
教
／
宗
教
思
想
」
も
含
む
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
的
学
知
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
表
象
の
基
盤
を
な
す
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
に
組
み
込
ま
れ
、
消
費
さ
れ
る
情
報
資
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
（
８
）
。
こ
う
し
て
絶
大
な
情
報
波
及
力
を
持
つ
近
現
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
、さ
ま
ざ
ま
な
思
想
や
価
値
観
を
内
包
し
た
宗
教
表
象
に
接
す
る
環
境
は
、整
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
三
、
表
象
の
改
訂
と
再
生
産
西
洋
近
現
代
美
術
史
を
専
門
家
と
し
、
国
立
新
美
術
館
の
展
示
会
企
画
に
携
わ
る
美
術
史
家
の
長
屋
光
枝
が
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
指
摘
す
る
の
と
同
様
に
、
表
象
（re
p
re
se
n
ta
tio
n
）
は
、
イ
メ
ー
ジ
、
シ
ン
ボ
ル
、
記
号
、
表
徴
と
い
っ
た
言
葉
の
意
味
に
類
し
、
学
術
分
野
に
よ
っ
て
定
義
の
揺
ら
ぎ
が
認
め
ら
れ
る
多
義
的
な
概
念
と
な
る（９
）
。
美
術
史
学
、
芸
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術
学
、
文
学
、
文
化
学
で
は
、
言
語
、
視
覚
、
音
響
な
ど
、
何
か
し
ら
の
媒
介
物
を
用
い
て
あ
る
対
象
を
表
現
す
る
こ
と
（
10
）
、
あ
る
い
は
、
あ
る
対
象
の
「
代
行
」「
代
替
」
と
し
て
表
し
象
ら
れ
た
も
の
と
い
う
定
義
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
、
表
象
と
い
う
概
念
は
、
メ
デ
ィ
ア
表
現
に
よ
り
人
間
の
身
体
内
部
に
生
じ
る
観
念
的
な
意
識
、
思
考
、
心
像
な
ど
を
、
物
質
的
に
「
再
現
」
す
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
（
11
）
。
そ
う
し
た
表
象
に
関
す
る
先
行
研
究
に
目
を
向
け
る
と
、
人
文
学
研
究
と
し
て
は
、
お
お
よ
そ
こ
れ
ま
で
に
、
次
の
問
題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
①
観
念
的
イ
メ
ー
ジ
を
物
質
的
に
具
現
化
し
、人
々
に
受
容
さ
せ
る
際
に
依
存
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
技
術
的
諸
条
件（
支
持
体
メ
デ
ィ
ア
（
12
）
）
に
も
と
づ
い
た
表
現
の
問
題
。
②
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
図
像
学
）
や
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
（
図
像
解
釈
学
）、
記
号
論
的
観
点
か
ら
考
察
し
た
表
象
の
意
味
作
用
。
③
既
存
の
物
語
、
同
業
の
作
者
、
潜
在
的
あ
る
い
は
想
定
外
の
読
者
、
社
会
階
級
、
支
配
的
な
文
化
的
　
知
識
な
ど
の
制
度
化
さ
れ
た
条
件
下
で
、
人
間
が
恣
意
的
に
解
釈
し
、
操
作
す
る
こ
と
で
創
り
出
し
て
き
た
表
象
の
事
例
と
変
遷
。
④
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
、
再
生
産
さ
れ
る
表
象
が
特
定
の
共
同
体
や
集
団
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
及
ぼ
し
て
き
た
影
響
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
権
力
関
係
。
右
記
に
あ
げ
た
課
題
に
取
り
組
む
メ
デ
ィ
ア
と
表
象
の
研
究
は
、
す
で
に
広
範
囲
の
諸
分
野
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
物
語
表
象
（
13
）
の
再
生
産
に
関
し
て
示
唆
に
富
む
論
考
を
発
表
し
て
い
る
の
が
、
比
較
文
化
学
者
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ザ
イ
プ
ス
で
あ
る
。
民
俗
学
的
な
立
脚
点
か
ら
、
お
と
ぎ
話
と
い
う
物
語
形
態
に
見
出
さ
れ
る
社
会
的
・
政
治
的
機
能
に
つ
い
て
考
察
す
る
そ
の
研
究
で
は
、「
あ
る
世
界
観
、
歴
史
全
体
を
見
通
す
あ
る
視
点
、
あ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
14
）
」
を
物
語
に
ま
と
わ
せ
る
象
徴
行
為（15
）と
し
て
書
き
、語
ら
れ
、文
芸
化
さ
れ
て
き
た
、十
八
世
紀
以
降
の
お
と
ぎ
話
（
メ
ル
ヒ
ェ
ン
、M
ä
rc
h
e
n
）
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と
り
あ
げ
る
。
彼
の
著
書
『
お
と
ぎ
話
の
社
会
史
　
文
明
化
の
芸
術
か
ら
転
覆
の
芸
術
へ
』（F
a
iry
 ta
les a
n
d
 th
e a
rt
o
f su
b
v
er
sio
n
sio
n
 : th
e cla
ssica
l g
en
re fo
r ch
ild
ren
 a
n
d
 th
e p
ro
cess o
f civ
iliza
tio
n
, 
一
九
八
三
年
）で
は
、社
会
や
人
々
の
政
治
的
無
意
識
に
よ
り
再
生
産
さ
れ
る
お
と
ぎ
話
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
議
論
を
始
め
る
端
緒
と
し
て
次
の
よ
う
な
疑
問
を
投
げ
か
け
る
（
16
）
。
作
者
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
、
な
ぜ
、
お
と
ぎ
話
を
通
じ
て
、
子
ど
も
に
、
あ
る
い
は
大
人
が
抱
い
て
い
る
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
働
き
か
け
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
作
者
た
ち
は
、
既
成
の
お
と
ぎ
話
の
言
説
に
ど
う
反
応
し
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
要
求
や
社
会
の
趨
勢
に
合
う
よ
う
に
変
え
る
仲
介
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
（
17
）
。
ザ
イ
プ
ス
の
試
み
で
は
、
権
力
、
支
配
、
規
範
、
秩
序
、
権
威
と
い
っ
た
政
治
的
観
点
か
ら
、
お
と
ぎ
話
を
語
り
直
す
際
に
生
じ
る
、
選
択
・
除
外
・
報
償
と
い
う
創
作
行
為
の
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
の
人
々
の
認
識
を
理
解
し
よ
う
す
る
（
18
）
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
再
話
（sto
ry
 re
te
llin
g
）
行
為
に
よ
り
、
お
と
ぎ
話
と
い
う
物
語
表
象
が
人
為
的
に
操
作
さ
れ
る
過
程
に
介
在
し
て
き
た
、
時
代
や
地
域
ご
と
の
社
会
的
条
件
に
方
向
づ
け
ら
れ
る
人
間
の
創
造
力
や
恣
意
性
、
欲
望
を
解
明
す
る
研
究
と
な
る
。
再
話
と
は
、
読
ん
だ
り
聞
い
た
り
し
た
特
定
の
内
容
を
、
現
代
風
に
書
き
直
し
、
語
り
直
す
こ
と
で
あ
り
、
伝
統
的
な
物
語
の
継
承
と
改
変
を
試
み
る
再
生
産
の
行
為
と
な
る
。
ま
た
、
児
童
文
学
研
究
で
は
、
民
話
を
子
ど
も
が
理
解
し
や
す
い
表
現
に
変
え
る
と
い
う
語
義
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
19
）
。ザ
イ
プ
ス
は
、神
話
及
び
お
と
ぎ
話
と
い
っ
た
物
語
の
再
話
が
、社
会
的
、
政
治
的
、
文
化
的
要
因
と
絡
み
合
う
特
定
の
動
機
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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古
代
社
会
、
異
教
の
部
族
、
異
教
の
社
会
の
産
物
だ
っ
た
神
話
は
、
口
頭
で
伝
承
さ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
、
家
父
長
制
養
護
の
書
き
物
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
神
話
は
あ
る
動
機
の
も
と
に
見
直
さ
れ
、
再
秩
序
化
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
る
過
程
を
経
て
き
た
し
、
今
も
そ
の
途
上
に
あ
る（20
）。
物
語
は
、
そ
れ
が
繰
り
返
し
語
り
直
さ
れ
る
な
か
で
、
時
代
の
変
遷
や
地
域
の
差
異
に
よ
り
移
り
変
わ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
取
り
込
み
、
新
た
な
解
釈
が
加
え
ら
れ
、
再
生
産
さ
れ
る
（
21
）
。
こ
う
し
た
物
語
の
再
話
に
は
、
複
製
と
改
訂
と
い
う
二
つ
の
手
法
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
古
典
的
お
と
ぎ
話
の
複
製
は
、「
伝
統
的
な
も
の
の
見
方
、
信
条
、
行
動
を
強
化
す
る
類
型
的
な
思
想
や
イ
メ
ー
ジ
の
再
生
を
（
22
）
」
図
 る
行
為
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
改
訂
は
、「
書
き
手
の
批
判
的
で
創
造
的
な
思
考
を
組
み
こ
ん
だ
新
し
い
何
か
を
作
り
出
す
、
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
る
。
古
典
的
お
と
ぎ
話
の
改
訂
版
は
、
価
値
観
の
変
化
に
応
じ
て
、
伝
統
的
な
類
型
、
イ
メ
ー
ジ
、
記
号
に
対
す
る
読
者
の
考
え
を
変
え
よ
う
と
す
る
（
23
）」
も
の
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
四
、
再
生
産
さ
れ
続
け
る
宗
教
表
象
ザ
イ
プ
ス
の
再
話
研
究
は
、
物
語
や
そ
こ
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
留
ま
ら
ず
、
歴
史
、
記
憶
、
伝
統
、
イ
メ
ー
ジ
な
ど
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
表
象
の
再
生
産
に
お
い
て
、
そ
の
時
代
の
人
々
が
共
有
す
る
支
配
的
価
値
観
や
社
会
の
趨
勢
へ
適
応
さ
せ
る
恣
意
的
操
作
が
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
（
24
）
。
そ
こ
で
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
立
場
の
視
線
や
背
景
か
ら
、
い
か
な
る
意
味
が
読
み
と
れ
る
表
象
を
複
製
・
改
訂
し
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
が
論
証
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
（
25
）
。
こ
う
し
た
論
究
は
、
テ
ク
ス
ト
や
イ
メ
ー
ジ
の
表
現
か
ら
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
社
会
文
化
的
文
脈
）
を
読
み
と
り
、
そ
の
意
味
仏教文化におけるメディア研究会　中間報告
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内
容
に
潜
在
す
る
政
治
性
、
個
人
や
集
団
の
主
観
と
い
っ
た
諸
観
念
を
暴
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
に
分
類
さ
れ
る
（
26
）
。
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
再
生
産
さ
れ
続
け
て
い
る
あ
る
特
定
の
表
象
は
、
い
か
な
る
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
改
訂
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
変
容
し
た
表
象
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
具
現
化
さ
れ
、
人
々
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
。
今
日
、
こ
の
よ
う
な
問
い
は
、
仏
教
の
媒
体
表
現
を
考
察
す
る
研
究
に
お
い
て
も
、
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
意
識
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
近
現
代
の
メ
デ
ィ
ア
が
生
成
し
て
き
た
仏
教
的
人
間
像
も
ま
た
、
社
会
の
規
範
や
制
度
に
即
し
、
そ
の
時
代
の
支
配
的
な
思
想
や
慣
例
、
人
間
の
欲
求
、
権
力
構
造
、
世
の
有
様
な
ど
を
反
映
し
な
が
ら
再
生
産
さ
れ
て
き
た
表
象
だ
か
ら
で
あ
る
（
図
３
）。
近
代
西
洋
の
啓
蒙
思
想
や
実
証
主
義
的
な
学
術
規
範
が
世
界
規
模
で
拡
大
し
、
超
現
実
的
な
霊
験
奇
瑞
に
懐
疑
的
な
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
た
近
代
の
日
本
で
は
、
仏
教
と
い
う
信
仰
世
界
の
捉
え
方
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
。
そ
の
な
か
で
、
ブ
ッ
ダ
と
い
う
存
在
は
、
十
九
世
紀
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
実
証
主
義
史
学
と
高
等
批
評
の
な
か
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
対
比
さ
れ
、
一
つ
の
宗
教
を
確
立
し
た
実
在
の
歴
史
的
人
物
と
し
て
再
定
義
さ
れ
る
（
27
）
。
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
近
代
的
ブ
ッ
ダ
観
は
、
同
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
表
現
へ
も
投
影
さ
れ
、
仏
教
を
開
い
た
創
唱
者
と
し
て
の
教
主
像
が
流
布
さ
れ
て
い
く
（
28
）
。
学
術
的
知
見
、
政
治
思
想
、
生
活
習
俗
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
織
り
込
ま
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
仏
教
的
人
物
を
表
現
す
る
傾
向
は
、
僧
侶
、
信
仰
者
と
い
っ
た
そ
の
他
の
仏
教
的
人
間
に
関
す
る
表
象
に
も
同
じ
く
見
ら
れ
る
（
29
）
。
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
ブ
ッ
ダ
像
は
、
過
去
に
実
在
し
た
本
人
の
生
涯
や
記
憶
を
忠
実
に
再
現
し
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
各
時
代
の
読
者
の
関
心
や
世
相
を
反
映
し
て
形
成
さ
れ
た
人
工
的
な
「
代
替
」
的
創
作
物
と
な
る
（
30
）
。
つ
ま
り
、
ブ
ッ
ダ
の
表
象
は
、
時
代
の
諸
観
念
に
合
わ
せ
、
嗜
好
形
式
、
解
釈
の
図
式
、
観
念
や
価
値
の
体
系
、
象
徴
形
式
、
集
団
と
い
っ
た
関
連
づ
け
の
枠
組
み
に
応
じ
た
形
態
、
類
型
、
イ
メ
ー
ジ
、
記
号
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（31
）
。
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五
、
文
化
的
所
産
と
し
て
の
ブ
ッ
ダ
像
比
較
文
学
者
の
川
口
久
雄
は
、
絵
解
き
と
い
う
分
野
に
お
い
て
「
祖
師
伝
と
い
う
も
の
、
ま
た
高
僧
伝
と
い
う
も
の
は
、
何
ほ
ど
か
は
極
言
す
れ
ば
一
種
の
仏
伝（32
）
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
国
文
学
者
の
菊
池
良
一
は
、「
日
本
の
僧
伝
に
お
い
て
釈
尊
伝
が
も
つ
よ
う
な
異
聞
異
時
を
そ
の
伝
記
に
結
節
さ
せ
て
記
す
こ
と
は
、
ま
さ
に
聖
徳
太
子
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。
…
（
中
略
）
…
そ
の
太
子
に
釈
尊
伝
が
も
つ
と
同
じ
よ
う
な
奇
瑞
異
聞
が
語
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
後
に
お
け
る
日
本
僧
伝
の
形
態
を
指
向
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
（
33
）
」
と
発
言
し
て
い
る
。
川
口
と
菊
池
の
指
摘
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、ブ
ッ
ダ
と
い
う
存
在
は
、あ
ら
ゆ
る
仏
教
的
人
間
像
の
根
源
を
な
し
、
古
代
か
ら
現
代
へ
と
伝
え
ら
れ
、
現
在
も
な
お
、
宗
祖
、
高
僧
、
宗
教
者
、
信
仰
者
な
ど
に
関
連
す
る
表
象
の
雛
形
と
な
っ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
に
伴
い
、
諸
媒
体
か
ら
仏
教
に
関
す
る
大
量
の
情
報
が
拡
散
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
近
代
に
入
る
と
、
宗
教
者
や
知
識
人
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
や
思
惑
に
も
と
づ
き
、
宗
祖
、
高
僧
、
信
仰
者
な
ど
を
ブ
ッ
ダ
と
関
連
づ
け
て
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
さ
ら
な
る
表
現
の
変
容
、
派
生
、
多
様
化
も
起
こ
り
、
今
日
の
メ
デ
ィ
ア
上
で
は
、
実
に
多
種
多
様
な
仏
教
的
人
間
像
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
も
宗
教
表
象
は
、
あ
る
社
会
、
あ
る
集
団
、
諸
個
人
の
価
値
観
や
世
界
観
が
織
り
込
ま
れ
た
も
の
と
し
て
再
生
産
さ
れ
、
人
々
に
何
か
し
ら
の
精
神
的
、
感
覚
的
変
動
を
生
じ
さ
せ
な
が
ら
、
諸
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
働
き
か
け
る
神
話
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
仏
教
的
人
間
像
を
め
ぐ
る
表
象
は
、
不
変
の
信
仰
と
記
憶
を
正
確
に
伝
え
、
再
現
す
る
も
の
と
し
て
複
製
さ
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
時
代
と
共
に
改
訂
さ
れ
る
、
時
代
や
社
会
を
映
し
出
す
鏡
の
よ
う
な
文
化
的
所
産
と
し
て
、
人
々
の
目
の
前
に
現
れ
る
。
本
研
究
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
ブ
ッ
ダ
の
諸
相
を
手
が
か
り
と
し
て
、
近
現
代
と
い
う
時
代
に
仏教文化におけるメディア研究会　中間報告
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展
開
す
る
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
宗
教
表
象
の
再
生
産
へ
と
考
察
の
手
を
加
え
る
。
『
お
と
ぎ
話
が
神
話
に
な
る
と
き
』
に
お
い
て
、
ザ
イ
プ
ス
は
、
既
存
の
権
力
関
係
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
生
み
出
し
て
き
た
物
語
へ
議
論
を
加
え
る
と
い
う
、
複
製
と
改
訂
の
再
話
に
見
ら
れ
る
二
つ
の
機
能
に
着
目
し
て
い
る
。
実
際
、
十
九
世
紀
以
降
、
知
を
正
当
化
す
る
支
配
的
な
言
説
の
信
憑
性
は
次
第
に
喪
失
し
（
34
）
、
メ
デ
ィ
ア
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
よ
り
生
じ
た
価
値
の
多
様
化
と
、
個
人
や
集
団
の
複
雑
な
思
惑
の
な
か
で
、
表
象
の
再
生
産
は
、
続
け
ら
れ
て
き
た
。
表
象
の
生
成
と
再
生
産
は
、
い
か
な
る
社
会
的
背
景
の
な
か
で
起
こ
り
、
そ
こ
に
い
か
な
る
解
釈
と
改
訂
が
加
え
ら
れ
、
社
会
通
念
と
い
う
暗
黙
の
了
解
の
う
ち
に
、
何
を
認
め
、
何
を
制
限
す
る
表
現
が
形
成
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
の
制
限
が
破
ら
れ
る
状
況
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
本
取
り
組
み
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
仏
教
文
化
の
諸
相
へ
光
を
当
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
註（１
）
若
尾
政
希
「
序
章
　
書
物
・
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
」
島
薗
進
、
高
埜
利
彦
、
林
淳
、
若
尾
政
希
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教
―
近
世
か
ら
近
代
へ
　
第
五
巻
　
書
物
・
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
』
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
四
頁
。
（
２
）
石
田
英
敬
『
現
代
思
想
の
教
科
書
　
世
界
を
変
え
る
知
の
地
平
一
五
章
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
二
六
─
二
八
頁
。
阿
部
卓
也
「
は
じ
め
に
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
日
本
記
号
学
会
編
『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
　
新
し
い
読
書
と
文
字
学
』
新
曜
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
一
─
一
三
頁
。
（
３
）
石
田
、
前
掲
『
現
代
思
想
の
教
科
書
　
世
界
を
変
え
る
知
の
地
平
一
五
章
』
二
六
─
二
八
頁
。
ポ
ス
ト
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
的
状
況
と
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
り
実
用
化
さ
れ
た
活
版
印
刷
技
術
に
よ
る
情
報
伝
達
の
独
占
的
状
況
が
、
新
た
な
媒
体
の
出
現
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
く
と
い
う
近
代
以
降
に
起
き
た
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
歴
史
的
変
容
を
指
す
。
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フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
者
の
石
田
英
敬
は
、
著
書
『
現
代
思
想
の
教
科
書
　
世
界
を
変
え
る
知
の
地
平
一
五
章
』
の
な
か
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
（H
e
rb
e
rt M
a
rsh
a
ll M
cL
u
h
a
n
, 
一
九
一
一
─
一
九
八
〇
）
の
「
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河
系
の
終
焉
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
活
字
が
生
み
出
す
近
代
の
文
化
圏
が
、
電
気
メ
デ
ィ
ア
圏
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
新
し
い
文
明
圏
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
て
い
く
と
い
う
、
二
十
世
紀
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
生
じ
た
大
転
換
を
表
す
言
葉
と
な
る
。
「
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河
系
の
終
焉
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
ポ
ス
ト
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
的
状
況
は
、
狭
義
的
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
媒
体
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
通
信
メ
デ
ィ
ア
の
拡
大
を
意
味
す
る
。
し
か
し
本
書
で
は
、
活
字
と
書
物
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
特
権
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
時
代
が
終
わ
り
、
近
現
代
以
降
に
出
現
し
た
電
信
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
横
断
し
な
が
ら
、
人
々
が
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
造
し
、
伝
達
し
、
受
容
す
る
状
況
と
い
う
広
義
的
な
意
味
で
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
（
４
）ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
著
、
西
川
長
夫
・
伊
吹
浩
一
・
大
中
一
彌
・
今
野
晃
・
山
家
歩
訳
『
再
生
産
に
つ
い
て
―
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
諸
装
置
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
五
二
─
二
五
三
頁
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
エ
ド
ガ
ー
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
id
e
o
lo
g
y
」
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
エ
ド
ガ
ー
、
ピ
ー
タ
ー
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
編
、
富
山
多
佳
夫
訳
者
代
表
『
現
代
思
想
芸
術
事
典
』
青
土
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
五
頁
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
自
分
が
存
在
す
る
世
界
の
全
体
を
意
味
づ
け
る
見
方
・
考
え
方
（
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
P
e
rsp
e
ctiv
e
）
の
基
準
と
な
る
観
念
体
系
・
思
想
形
態
で
あ
る
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
エ
ド
ガ
ー
は
、
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
に
つ
い
て
言
及
し
た
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
と
同
じ
く
、「
支
配
階
級
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
教
育
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
（
た
と
え
ば
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
教
会
や
学
校
）
を
支
配
し
て
い
る
た
め
に
、
自
ら
の
考
え
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
生
み
出
す
コ
ン
テ
ン
ツ
に
種
々
の
思
想
や
価
値
観
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
書
の
研
究
が
目
的
と
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
物
質
的
に
可
視
化
さ
れ
た
仏
教
的
人
間
像
を
め
ぐ
る
表
象
へ
人
為
的
に
織
り
込
ま
れ
た
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
／
世
界
観
」
を
読
み
解
く
こ
と
に
あ
る
。
（
５
）
岡
田
正
彦
「
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が
仏
教
を
変
え
た
！
」
大
谷
栄
一
・
吉
永
進
一
・
近
藤
俊
太
郎
編
『
近
代
仏
教
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
―
仏
教
か
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ら
み
た
も
う
ひ
と
つ
の
近
代
』
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
、
七
九
─
八
〇
頁
。
（
６
）
岡
田
、
前
掲
「
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が
仏
教
を
変
え
た
！
」
八
二
頁
。
（
７
）
太
田
智
己
『
社
会
と
つ
な
が
る
美
術
史
学
　
近
現
代
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
メ
デ
ィ
ア
・
娯
楽
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、
一
─
八
頁
、
一
一
─
一
三
頁
。
（
８
）
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ス
タ
ン
リ
ー
・
タ
ー
ナ
ー
、
山
崎
隆
広
訳
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
浮
遊
す
る
宗
教
」
石
田
英
敬
、
吉
見
俊
哉
、
マ
イ
ク
・
フ
ェ
ザ
ー
ス
ト
ー
ン
『
デ
ジ
タ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
第
二
巻
　
メ
デ
ィ
ア
表
象
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
九
頁
、
三
一
一
─
三
一
三
頁
、
三
一
七
─
三
一
八
頁
。
（
９
）
長
屋
光
枝
「
イ
メ
ー
ジ
の
力
―
美
術
館
か
ら
の
視
点
」「
イ
メ
ー
ジ
の
力
」
実
行
委
員
会
編
『
イ
メ
ー
ジ
の
力
―
国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
さ
ぐ
る
』
国
立
民
族
学
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
、
二
七
頁
。
レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
「im
a
g
e
像
・
概
念
・
象
徴
・
イ
メ
ー
ジ
」レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
著
、椎
名
美
智
・
武
田
ち
あ
き
・
越
智
博
美
・
松
井
優
子
訳『
完
訳
キ
ー
ワ
ー
ド
辞
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
五
四
頁
。
ピ
ー
タ
ー
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
「
シ
ン
ボ
ル
　S
y
m
b
o
l
」
エ
ド
ガ
ー
、
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
編
、
前
掲
『
現
代
思
想
芸
術
事
典
』
一
九
五
─
一
九
六
頁
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
エ
ド
ガ
ー
「
記
号
　sin
g
」
エ
ド
ガ
ー
、
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
編
、
前
掲
『
現
代
思
想
芸
術
事
典
』
六
八
頁
。
（
10
）
レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
「re
p
re
se
n
ta
tiv
e
代
議
制
・
代
表
・
表
象
的
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
著
、
前
掲
『
完
訳
キ
ー
ワ
ー
ド
辞
典
』
二
六
八
頁
。
井
上
昭
洋
「
ハ
ワ
イ
人
と
キ
リ
ス
ト
教
　
文
化
と
信
仰
の
民
族
誌
学
（
一
四
）
表
象
と
言
説
」『
グ
ロ
ー
カ
ル
天
理
』
第
五
号
（
通
巻
一
二
五
号
）
天
理
大
学
附
属
お
や
さ
と
研
究
所
、
九
頁
。
（
11
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
前
掲
「re
p
re
se
n
ta
tiv
e
代
議
制
・
代
表
・
表
象
的
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
著
、
前
掲
『
完
訳
キ
ー
ワ
ー
ド
辞
典
』
二
六
八
─
二
七
一
頁
。
本
研
究
テ
ー
マ
が
「
表
象
」
と
い
う
こ
と
ば
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
「
物
質
的
に
再
現
す
る
」
と
い
う
可
視
化
、
可
聴
化
、
可
触
化
の
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
何
か
を
再
現
し
た
も
の
」
と
い
う
意
味
で
と
ら
え
れ
ば
、
表
象
と
い
う
概
念
に
包
括
さ
れ
る
の
は
、
言
語
表
現
、
視
覚
表
現
、
造
形
表
現
、
映
像
表
現
、
音
響
表
現
な
ど
、
非
常
に
広
範
囲
の
表
現
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
範
囲
に
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含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
12
）
ハ
ン
ス
・
ベ
ル
テ
ィ
ン
グ
著
、
仲
間
裕
子
訳
『
イ
メ
ー
ジ
人
類
学
』
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年
、
二
五
─
二
七
頁
、
二
九
頁
、
三
六
頁
。
支
持
体
メ
デ
ィ
ア
（T
rä
g
e
rm
e
d
iu
m
）
は
、
美
術
史
学
者
の
ハ
ン
ス
・
ベ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
、
著
書
『
イ
メ
ー
ジ
人
類
学
』
で
注
視
し
た
、
表
象
・
イ
メ
ー
ジ
を
可
視
的
に
再
現
し
、
物
質
的
に
具
現
化
（V
e
rk
ö
rp
e
ru
n
g
）
さ
せ
る
際
に
依
存
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
表
現
の
性
質
を
生
み
出
す
技
術
的
諸
条
件
」
の
こ
と
を
指
す
。
ベ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
、「
イ
メ
ー
ジ
の
知
覚
は
そ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
諸
性
質
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
用
い
ら
れ
た
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
演
出
が
知
覚
行
為
の
基
盤
と
な
る
」（
三
六
頁
）
と
し
て
い
る
。
本
研
究
が
メ
デ
ィ
ア
を
重
視
す
る
の
は
、『
イ
メ
ー
ジ
人
類
学
』
に
お
け
る
こ
の
概
念
に
起
因
し
て
お
り
、
表
象
か
ら
導
き
出
せ
る
意
味
だ
け
で
な
く
、
表
象
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る
表
現
の
さ
れ
方
に
も
注
目
し
た
い
と
い
う
意
図
に
よ
る
。
（
13
）
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
リ
オ
タ
ー
ル
、
小
林
康
夫
訳
『
叢
書
 言
語
の
政
治
①
　
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
条
件
　
知
・
社
会
・
言
語
ゲ
ー
ム
』
水
声
社
、
一
九
八
六
年
、
八
頁
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ン
・
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
「
ま
え
が
き
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ン
・
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
編
、
海
老
根
宏
・
新
妻
昭
彦
・
林
完
枝
・
原
田
大
介
・
野
崎
次
郎
・
虎
岩
直
子
訳
『
物
語
に
つ
い
て
』
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
、
九
頁
、
一
二
頁
。
ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
「
歴
史
に
お
け
る
物
語
性
の
価
値
」
ミ
ッ
チ
ェ
ル
編
、
前
掲
『
物
語
に
つ
い
て
』
二
〇
頁
。
ロ
イ
・
シ
ェ
イ
フ
ァ
ー
「
精
神
分
析
の
対
話
に
お
け
る
語
り
」
ミ
ッ
チ
ェ
ル
編
、
前
掲
『
物
語
に
つ
い
て
』
五
九
─
六
二
頁
。
高
田
明
典
『
構
造
主
義
が
よ
〜
く
わ
か
る
本
』
秀
和
シ
ス
テ
ム
、
二
〇
〇
七
年
、
一
〇
八
─
一
〇
九
頁
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
、
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
、
松
本
仁
助
・
岡
道
夫
訳
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
詩
学
・
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
詩
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
三
七
頁
、
三
九
頁
。
（
14
）
ジ
ャ
ッ
ク
・
ザ
イ
プ
ス
著
、
鈴
木
晶
・
木
村
慧
子
訳
『
お
と
ぎ
話
の
社
会
史
　
文
明
化
の
芸
術
か
ら
転
覆
の
芸
術
へ
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
頁
。
レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
「
ideology
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
著
、
前
掲
『
完
訳
キ
ー
ワ
ー
ド
辞
典
』
一
四
九
─
一
五
四
頁
。
（
15
）
こ
の
場
合
の
「
表
徴
」
と
は
、
体
系
的
な
観
念
や
心
象
を
、
言
葉
や
具
体
的
な
事
物
に
置
き
換
え
て
表
わ
し
た
も
の
を
指
す
。
（
16
）
ザ
イ
プ
ス
、
前
掲
『
お
と
ぎ
話
の
社
会
史
　
文
明
化
の
芸
術
か
ら
転
覆
の
芸
術
へ
』
二
六
頁
。
（
17
）
ザ
イ
プ
ス
、
前
掲
『
お
と
ぎ
話
の
社
会
史
　
文
明
化
の
芸
術
か
ら
転
覆
の
芸
術
へ
』
二
六
頁
。
（
18
）
ザ
イ
プ
ス
、
前
掲
『
お
と
ぎ
話
の
社
会
史
　
文
明
化
の
芸
術
か
ら
転
覆
の
芸
術
へ
』
二
六
頁
。
（
19
）
吉
沢
和
夫
「
再
話
」
日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
児
童
文
学
事
典
』
東
京
書
籍
、
一
九
八
八
年
、
二
九
五
─
二
九
六
頁
。
（
20
）
ジ
ャ
ッ
ク
・
ザ
イ
プ
ス
著
、
吉
田
純
子
・
阿
部
美
春
訳
『
お
と
ぎ
話
が
神
話
に
な
る
と
き
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
九
九
年
、
二
七
頁
。
（
21
）
ザ
イ
プ
ス
、
前
掲
『
お
と
ぎ
話
の
社
会
史
　
文
明
化
の
芸
術
か
ら
転
覆
の
芸
術
へ
』
一
二
─
一
四
頁
。
（
22
）
ザ
イ
プ
ス
、
前
掲
『
お
と
ぎ
話
が
神
話
に
な
る
と
き
』
二
九
頁
。
（
23
）
ザ
イ
プ
ス
、
前
掲
『
お
と
ぎ
話
が
神
話
に
な
る
と
き
』
三
〇
頁
。
（
24
）
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
、
テ
レ
ン
ス
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
編
、
前
川
啓
治
・
梶
原
景
昭
他
訳
『
創
ら
れ
た
伝
統
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
二
年
、
九
─
一
〇
頁
。
ア
ラ
イ
ダ
・
ア
ス
マ
ン
著
。
安
川
晴
基
訳
『
想
起
の
空
間
　
文
化
的
記
憶
の
形
成
と
変
遷
』
水
声
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
六
三
─
一
六
六
頁
、
五
五
七
頁
。
ヤ
ン
・
ア
ス
マ
ン
著
、
安
川
晴
基
訳
『
エ
ジ
プ
ト
人
モ
ー
セ
─
あ
る
記
憶
痕
跡
の
解
読
』
藤
原
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
三
四
─
三
六
頁
。
安
川
晴
基
「
記
憶
と
歴
史
─
集
合
的
記
憶
論
に
お
け
る
一
つ
の
ト
ポ
ス
─
」『
藝
文
研
究
』
第
九
四
号
、
二
〇
〇
八
年
、
二
八
五
頁
。
浜
井
祐
三
子
「
序
論
　
記
憶
の
文
化
研
究
に
向
け
て
」
浜
井
祐
三
子
編
『
想
起
と
忘
却
の
か
た
ち
』
三
元
社
、
二
〇
一
七
年
、
三
頁
、
一
一
頁
。
ザ
イ
プ
ス
の
再
話
研
究
だ
け
で
な
く
、
歴
史
学
者
エ
リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ボ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
の
「
創
り
出
さ
れ
た
伝
統
」、
歴
史
学
者
ヤ
ン
・
ア
ス
マ
ン
と
ア
ラ
イ
ダ
・
ア
ス
マ
ン
の
「
文
化
的
記
憶
」
の
い
ず
れ
も
、
歴
史
、
伝
統
、
記
憶
が
人
為
的
に
操
作
さ
れ
、
創
出
さ
れ
た
文
化
的
所
産
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
点
で
興
味
深
い
。
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
仏
教
的
人
物
の
表
象
は
、
個
人
を
従
わ
せ
、
集
団
の
結
束
を
促
す
、
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
す
る
た
め
の
再
構
成
さ
れ
た
記
憶
で
あ
り
、
創
り
出
さ
れ
た
伝
統
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
ゆ
え
に
、
仏
教
的
人
物
の
表
象
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
恣
意
的
に
再
生
産
さ
れ
、
情
報
拡
散
さ
れ
る
こ
と
は
、
直
接
的
で
あ
れ
、
間
接
的
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
根
源
と
な
っ
た
宗
教
や
教
団
の
操
作
さ
れ
た
記
憶
を
再
生
し
、
権
威
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
、
或
い
は
、
そ
れ
ら
を
批
判
し
、
改
訂
す
る
こ
と
に
結
び
つ
く
。
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（
25
）
井
上
昭
洋
「
ハ
ワ
イ
人
と
キ
リ
ス
ト
教
　
文
化
と
信
仰
の
民
族
誌
学
（
一
四
）
表
象
と
言
説
」『
グ
ロ
ー
カ
ル
天
理
』
第
五
号
（
通
巻
一
二
五
号
）
二
〇
一
〇
年
、
九
頁
。
文
化
人
類
学
者
の
井
上
昭
洋
は
、「
表
象
」
の
概
念
が
も
た
ら
す
問
題
意
識
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。
「
表
象
」
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
や
シ
ン
ボ
ル
、
記
号
の
よ
う
な
も
の
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
を
用
い
た
表
現
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
基
本
的
に
そ
の
解
釈
で
間
違
い
な
い
が
、「
表
象
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
時
、
単
な
る
シ
ン
ボ
ル
や
記
号
と
は
異
な
る
、「
誰
」
が
「
何
」
を
表
象
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
…
（
中
略
）
…
「
表
象
」
に
よ
っ
て
「
あ
る
モ
ノ
（
対
象
）」
に
意
味
が
生
成
す
る
の
だ
が
、「
表
象
」
す
る
側
が
、
ど
の
位
置
か
ら
ど
の
よ
う
な
角
度
で
対
象
に
対
し
て
視
線
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
生
成
す
る
意
味
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
（
26
）
下
村
直
樹
「
広
告
分
析
に
お
け
る
記
号
論
」『
北
海
学
園
大
学
学
園
論
集
』
一
三
八
号
、
二
〇
〇
八
年
、
八
〇
─
八
二
頁
。
吉
田
香
織
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
意
味
作
用
の
考
察
─
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
見
解
と
展
望
─
」『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
二
二
巻
一
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一
五
〇
頁
。
須
川
亜
紀
子
「
二
四
　
コ
ン
テ
ン
ツ
分
析
」
岡
本
健
編
『
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
〔
増
補
改
訂
版
〕
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
・
ゲ
ー
ム
と
観
光
・
文
化
・
社
会
』
福
村
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
九
二
─
九
三
頁
。
（
27
）
林
淳
「
総
論
　
近
代
仏
教
と
学
知
」
末
木
文
美
士
、
林
淳
、
吉
永
進
一
、
大
谷
栄
一
編
『
日
文
研
叢
書
　
ブ
ッ
ダ
の
変
貌
─
交
錯
す
る
近
代
仏
教
─
』
法
藏
館
、
二
〇
一
四
年
、
七
─
八
頁
。
（
28
）
大
角
修
『
す
ぐ
わ
か
る
日
本
の
仏
教
　
歴
史
・
人
物
・
仏
教
体
験
』
東
京
美
術
、
二
〇
〇
五
年
、
七
六
頁
。
（
29
）
森
覚
「
コ
ラ
ム
３
 ●
仏
教
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
絵
本
」
今
田
由
香
、
大
島
丈
史
編
『
シ
リ
ー
ズ
絵
本
を
め
ぐ
る
活
動
②
　
絵
本
も
の
が
た
り
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
　
見
つ
け
る
・
つ
む
ぐ
・
変
化
さ
せ
る
』
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
一
三
二
〜
一
三
四
頁
。
大
角
、
前
掲
『
す
ぐ
わ
か
る
日
本
の
仏
教
　
歴
史
・
人
物
・
仏
教
体
験
』
七
六
─
七
七
頁
。
（
30
）
森
覚
『
仏
教
絵
本
の
研
究
　
宗
祖
伝
絵
本
の
形
成
』
大
正
大
学
、
二
〇
一
一
年
、
七
四
─
七
五
頁
。
タ
ー
ナ
ー
、
前
掲
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
仏教文化におけるメディア研究会　中間報告
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ア
と
浮
遊
す
る
宗
教
」
三
〇
七
─
三
〇
九
頁
。
（
31
）
ザ
イ
プ
ス
、
前
掲
『
お
と
ぎ
話
が
神
話
に
な
る
と
き
』
三
〇
─
三
一
頁
。
（
32
）
川
口
久
雄
「
祖
師
伝
・
高
僧
伝
の
絵
解
き
」
鈴
木
昭
英
『
仏
教
民
俗
学
大
系
五
　
仏
教
芸
能
と
美
術
』
名
著
出
版
、
一
九
九
三
年
、
二
七
八
頁
。
（
33
）
菊
池
良
一
『
中
世
説
話
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
七
二
年
、
一
四
六
頁
。
（
34
）
リ
オ
タ
ー
ル
、
前
掲
『
叢
書
 言
語
の
政
治
①
 ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
条
件
　
知
・
社
会
・
言
語
ゲ
ー
ム
』
九
七
頁
─
一
〇
六
─
一
〇
二
頁
。
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